
＜指標＞

単位 H26 H27 H28 H29 R1

目標 2.80 2.80 2.80 2.80
実績 3.07 2.55 2.91 2.78 2.67

達成率 ％ - 109.8% 96.2% 100.7% 104.9%
目標 50 50 50 50
実績 61 46 59 51 59

達成率 ％ - 108.7% 84.7% 98.0% 84.7%
目標 8.50 8.50 8.50 8.50
実績 6.66 6.71 8.60 12.30 10.01

達成率 ％ - 78.9% 101.2% 144.7% 84.9%
目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞ 　

＜次年度以降の課題＞

交通事故の防止、減少を図るには、日頃からの継続した地道な啓発活動が必要であると考えています。特に近年におい
ては、高齢者が関係する交通事故の割合が全体の約５０％を占めるという状況下にあり、高齢者に特化した効果的な啓
発を行う必要があると考えます。また、高齢者を悲惨な交通事故から守ることを目的として事業開始した「運転免許証自
主返納支援制度」についても市報・ＣＡＴＶ・交通安全講座等を活用して周知を図っていくことが必要です。

10.80
127.1%

課名 氏名 内線

市民課 佐藤　修治 1190

交通安全対策の推進

安心安全な暮らしを守り支える

・交通安全教育や啓発活動等に取り組み、交通事故のない安全で安心な社会の実現を目指します。
・各関係機関との連携強化を図り、高齢者や障がいのある人も安心して生活ができるための交通安全対策及び環境整備に取り組みま
す。

臼杵市 施策評価シート
（令和元年度）

評価
担当者

・四季毎に実施される交通安全運動（年４回）等による街頭啓発及び年間通しての広報活動に取組みます。
・高齢者を対象とした参加型交通安全教室の実施や警察、交通安全協会等と連携した交通安全講習などを実施します。
・交通安全施設の整備や維持修繕管理を行います。

豊かな自然環境で市民が潤い、活力あふれるまち（生活環境）

実績の推移

令和2年度以降
の課題

指標の分析

領域名 必要度 満足度

維持領域 2.32 1.78

昨年一年間の臼杵管内における交通事故件数の内、人身事故件数は１０２件であり、その内、高齢者が関係する事故
件数は５９件で、割合から見ても５７．８％と高い比率を占めている状況となっています。また、交通安全における講習・講
座については、臼杵津久見警察署及び交通安全協会等の協力のもとに実施していますが、回数も毎年横這い状態にあ
ります。今後も各関係機関等と連携し、交通安全に対する取組みを強化していくとともに、交通弱者である高齢者等の事
故防止を図る「交通安全講話」等の機会の確保に努めることが重要です。

・令和元年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足
度」ともに高く、「維持領域」に位置しており、取り組みの
維持・継続が望まれています。

市民意識調査
結果

（R1調査）

アンケート結果によれば維持・継続が望まれています。今
後も高齢者を主とした有効的かつ効果的な啓発活動を実
施し、市民へ交通事故防止に対する意識の高揚を図って
いくことが重要です。

市民意識調査
結果分析

施策の
内容

2.49
112.4%

市内交通事故で高齢者（歩行
者・運転者）が関係する交通事
故件数

高齢者（65歳以上）の事故
件数（年間）

件
50

指標名 説明・算式・引用

44
88.0%

新規
指標

市及び交通安全関係団体が実施
する交通安全講習などの市民参加
率

４月１日現在人口に対す
る講習会への市民参加率

％
8.50

コード Ⅶ-21-53 施策名

施策の
方針

H30

市内交通事故件数
市民1,000人当たりの交通
事故件数(年間）

件
2.80

まちづく
り

の方針

施策の
目的

1.00
1.15
1.30
1.45
1.60
1.75
1.90
2.05

1.80 1.95 2.10 2.25 2.40 2.55 2.70

維持領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要

度

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
見込み

1 市民課 1,905 1,950 1,950 継続

2 市民課 2,430 2,430 2,430 継続

3

4

5

6

7

8

9

10

4,335 4,380 4,380 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

他の
関連施策
コード

カーブミラー修繕事業 Ⅶ-21-53

交通安全関係団体補
助事業

Ⅶ-21-53

事業費（単位：千円）

事業内容

事故防止のためカーブミラーの修
繕を行います。

交通安全啓発運動・安全教室開
催等充実のため、交通安全協会・
交通安全対策協議会等へ補助を
行います。

事務事業名

担当課
※実施
した課
を記入

外部評価

-

合計

評価のコメント

課の
重点

※運営計
画記載

課長
評価

公
共
５
ヵ

年

課長評価

目標を達するため、
現状維持とする

進捗状況

概ね順
調

本市においては、高齢化率が３９％以上であり、山間部、農村部においては４４％を超える地域も多いことから、高
齢者が関係する事故率は高い状況となっております。よって、今後も引き続き高齢者を主とした「交通安全教室」、
「いきいき交通安全体験講座」の実施に努め、交通事故防止や夜間歩行時の反射材の着用、運転免許証自主返
納支援制度などの周知・啓発を積極的に行い、「自分の命は自分で守る」という交通安全に対する意識の高揚を
図っていくことが重要です。

進捗状況 内部評価

- -


